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沐浴ビデオ作成を試みて
一母親への沐浴指導アンケートから一
1　はじめに
　沐浴は、児が出生してから親が毎日行っていく技術
的な育児の1つである。最近では核家族化が進み、家
で教えてくれる人も少ない。そのたあ、病院で沐浴指
導（以下指導とする）を行っている所も少なくない。
特に、NICUでの指導の必要性は高い。なぜなら、
NICUの児は、→投の児と違い、何らかの疾患を持
っており、指導が始まってからも母親の不安は大きい。
　また、未熟児では、生後1～3ケ月もの間、母親が
児の世話をする機会が殆どなく、愛着形成のためにも、
早期の育児参加に努めたい。そのため、現状では未熟
児の場合、体重が1，800g前後から指導を始めている。
しかし、そのような小さい児への長時間の指導は、体
温低下にもつながり、児への負担も大きく、手早く行
う必要がある。
　以上のことから、NICUにおいて指導の充実と短
縮を目指し、ビデオでの指導を考えた。
　そこで、今回母親に指導についてアンケート調査を
実施し、その結果をもとに沐浴ビデオを作成し、指導
に関しての指針を得たので、ここに報告する。
ll研究方法
　調査方法＝無記名回答質問紙法（選択肢及び記述式
によるアンケート）を退院時に実施
　調査対象：平成5年7月31日から10月31日までの間
に当NICUで指導を受けた母親17名。　（回収率は59
％）
調査内容：図1
皿　結果
母親学級の受講の有無：10壷中5名が受講
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3．とまどった点
・「頭を支えてあげるのが難かしかった」
・「落としそうで怖かった」
・「赤ちゃんをうっぶせにした時、のどに手首があたって息が
　できなくなったような気がして心配だった」
・「赤ちゃんが暴れて落とすのではないか心配だった」
・「すぐに体が浮いてきて固定できなかった」
・「背中を洗う時、顔を支えていても手がいつの間にか首のと
　ころにきていて、首がしまってしまう」
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6．理解できた点と理解できなかった点・不安な点
理解できた点 理解できなかった点・不安な点
初産 経産 20代30代全体 初産 経産 20代30代全体
準備するもの 57％ 33％ 50％ 50％ 50％
部屋の温度 29％ 33％ 20％ 71％ 33％ 67％ 50％ 60％
全体的な手順 86％ 33％ 83％ 50％ 70％
湯につける時の固定法 14％ 56％ 17％ 50％ 30％ 14％ 17％ 10％
泣いた時の対処法 14％ 17％ 10％ 57％ 66％ 67％ 50％ 60％
顔の拭き方 57％ 33％ 67％ 25％ 50％
首などの汚れやすい部分の洗い方 29％ 33％ 17％ 50％ 30％
背中を洗う時の持ちかえ方 14％ 100％17％ 75％ 40％ 43％ 58％ 30％
騰処置 43％ 33％ 50％ 25％ 40％
その他 33％ 25％ 10％
＜図1＞
ア　ン　ケ　ー　ト
　当NICU病棟では、お母さん方によりよい沐浴指導が提供
できるよう、努めております。つきましては、下記のアンケー
トに御協力をお願いします。
・お母さんの年齢（　　）歳
・お子さんの人数（入院の児を含めて）
・母親学級の受講の有無（ある・ない）
・実際の児を今回沐浴した回数　　（
（
）回
）人目
1．初回沐浴の時の感想はどうでしたか。○を記入して下さい。
　　（重複回答可）
①とても緊張した　　②不安だった　　③怖かった
④楽しみだった　　　　⑤嬉しかった
⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
2．何回目で沐浴するのに慣れたと感じましたか。
　　また、何回沐浴を行えば慣れると思いますか。（　）回
5．一人で沐浴できる自信はっきましたか。
　　　　　　　　　　　（はい・いいえ）
6．今回の沐浴指導についてよく理解できた点、あまりよくわ
　からなかった点（不安な点）を次の中から上位3っずつ選
　んで下さい。　（番号で記入）
①準備するもの　　　　　　　②部屋の温度
⑧全体的な手順　　　　　　　④湯につける時の固定法
⑤泣いた時の対処法　　　　　⑥顔の拭き方
⑦首などの汚れやすい部分の洗い方
⑧背中を洗う時の持ちかえ方　⑨へその消毒法
⑩その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
理解できた点
　1位
　2位
　3位
わからなかった点
　1位
　2位
　3位
3．初回沐浴を行って、とまどった点はどのような点ですか。 7．その他、当NICU病棟での沐浴指導について、何か御意
　見があったらお書き下さい。
4，初回の沐浴指導に入る前に、沐浴についてのイメージがつ
　けられていましたか。　（はい・いいえ） 御協力ありがとうございました。
IV　考察
　1の初回沐浴時の感想について、全体でみると、44
％の人が緊張すると答えている。それを、初産婦・経
産婦でみると、大きな差はみられない。私達は日常、
経産婦であれば「慣れているだろう」という先入観を
持ちがちであるが、経産婦も初産婦同様、緊張感があ
ることを理解しておく必要がある。
　2の回数については、半数の母が2回と答えている。
経産婦では、2～3回で沐浴に慣れると答えている。
一方、年齢別でみると、30代は4回指導を受けなけれ
ば、慣れないと答えている人も25％いる。この回答の
差は、30代の初産婦の回答によるものだった。つまり
指導の必要性は、年齢より、産歴に左右されるといえ
る。次に、初産婦では2～6回とかなりの幅がある。
このことから、初産婦は回数にこだわらず、その母親
に合わせて指導していくことが必要といえる。
　3のとまどった点にっいては、6とまとあて後述す
る。
　4のイメージ付けについては、全体の80％の人が初
回沐浴までに、イメージ付けができている。経産婦に
至っては全員できており、初産婦でも71％と高い。し
かし、初産婦で「いいえ」と答えた人は、いずれも母
親学級を受講していた。っまり、母親学級を受けたか
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らといって、沐浴のイメージ付けができているとは限
らないのである。
　5については、現在の指導でも、全ての母親が一人
で沐浴できる自信を持って退院していることが分かっ
た。
　6については、理解できた点として全体をみると、
「全体的な手順」　「準備するもの」　「顔の拭き方」が
50％以上と高い割合を占めている。次に、初産婦と経
産婦とで比較してみると、その内容にもばらつきがみ
られる。初産婦では、　「全体的な手順」が86％と一番
高く、次に「準備するもの」「顔の拭き方」と続き、
主に、一般的な手順に集中している。経産婦では、
「背中を洗う時の持ちかえ方」が全員理解できており、
次に「湯につける時の固定法」があげられる。経産婦
では、一般的な手順の他に、手技的な内容まで理解で
きたことがいえる。これは、イメージ付けができてい
るかどうかにも関係があると思われる。内容の充実し
た指導を行うためにも、イメージ付けば大切である。
また、理解できなかった点として全体では「部屋の温
度」　「泣いた時の対処法」が60％であり、次に「膀処
置の仕方」　「背中を洗う時の持ちかえ方」と続く。初
産婦と経産婦とで比較すると、やはり、初産婦の方が
理解できていない点が多い。だが、経産婦でも「泣い
た時の対処法」が66％、　「部屋の温度」　「膀処置の仕
方」が33％と理解できていない点がいくつかある。
「泣いた時の対処法」については、3のとまどった点
でも騒ぐと落としそうと言っているように、泣いて暴
れた時に、母親は慌てて困ってしまうのである。
部屋の温度については、殆どが理解できていないが、
小さい児を沐浴するにあたっては、重要なことである。
何故なら、小さい児は、皮下脂肪組織が少なく、熱産
生機能が未熟である。さらに、体積に比べ体表面積が
大きく、濡れることにより蒸散による熱の喪失が大き
いため、体温が下がりやすい。そのため、部屋の温度
に気を付け、沐浴時間を短めにする事を理解してもら
う必要がある。また、膀処置については、初産婦・経
産婦ともに理解できなかったと答えている。これは、
アンケートを行った対象の児の殆どが、低出生体重児
や新生児仮死であり、指導を始ある頃には生後日数が
経っている。そのため、瞬脱しており、指導の必要が
ないたあである。しかし、騰が湿潤している児は、消
毒しておく必要があり、謄処置については軽くふれて
おいた方がよいと思われる。また、6で初産婦の43％
が「背中を洗う時の持ちかえ方」に不安を感じ、3で
も背中を洗う時とまどうという意見が多かった。さら
に、固定法についてとまどったと多く意見が出ている。
これは、前述したように、対象の児が、超・極小未熟
児を含む低出生体重児や新生児仮死が殆どであり、成
熟児より体が小さく湯に浮きやすかったり、筋緊張が
弱く固定するのが難かしいことに起因すると思われる。
V　まとめ
今回、アンケート調査により、以下の結果が得られ
た。
　1．指導の必要性は、年齢というよりも産歴に左右
される。
　2．初回沐浴では、経産婦も初産婦と同様、緊張し
ながら指導を受けている。
　3．初回指導前にイメージ付けをすることは大切で
ある。
　4．ビデオの内容として、一般的な手順の他に、以
下のことを含めた指導が必要である。
　　・泣いた時の児の支え方
　　・固定法を強調
　　・膀処置の仕方
　　・部屋の温度
　　・短時間で沐浴をすませる
　これらの結果を基に、沐浴ビデオを作成した。さらに、
今後、貸し出しをするにあたり、対象を以下のようにし
たいと思う。
　　・初産婦では、全員
　　・経産婦では、前の子との間隔や母親の性格・希
望を考慮し、プライマリー・ナースの判断で決める。
VIおわりに
　今回、アンケート調査結果をもとに、ビデオ作成し
たが、今後もビデオを有効に活用するために、貸し出
す時期や期間などの使用基準を決めて、評価していき
たい。
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